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仮
放
免
の
運
用
と
収
容
の
実
情
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

我
が
国
政
府
が
仮
放
免
者
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
仮
放
免
の
運
用
と
収
容
の
実
情
な
ど
の
点
に
お

い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
以
下
質
問
す
る
。 

一 

仮
放
免
の
運
用 

 
 

法
務
省
入
国
管
理
局
長
に
よ
り
発
せ
ら
れ
た
平
成
二
十
七
年
九
月
十
八
日
付
「
退
去
強
制
令
書
に
よ
り
収
容
す
る
者
の
仮

放
免
措
置
に
係
る
運
用
と
動
静
監
視
に
つ
い
て
（
通
達
）
」
（
法
務
省
管
警
第
二
六
三
号
）
で
は
、
「
相
当
の
期
間
を
経
過

し
て
も
な
お
、
送
還
の
見
込
み
が
立
た
な
い
被
収
容
者
に
つ
い
て
は
、
人
道
的
な
観
点
か
ら
も
、
同
法
第
五
十
四
条
に
よ
る

仮
放
免
を
活
用
し
、
も
っ
て
収
容
施
設
に
お
け
る
諸
問
題
を
解
消
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
」
「
つ
い
て
は
、
既
に
仮

放
免
の
活
用
に
つ
い
て
指
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
傷
病
者
は
も
と
よ
り
、
訴
訟
の
提
起
・
係
属
、
難
民
認
定
申
請

中
、
旅
券
取
得
困
難
な
ど
送
還
に
支
障
の
あ
る
事
情
を
有
す
る
た
め
に
、
送
還
の
見
込
み
が
立
た
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
更

な
る
仮
放
免
の
活
用
を
図
る
・
・
・
」
と
あ
る
。 

 
 

同
通
達
は
撤
回
さ
れ
た
か
、
そ
れ
と
も
現
在
も
有
効
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
 

撤
回
さ
れ
た
場
合
、
撤
回
を
示
す
文
書
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 



 

２ 

 

二 

収
容
の
実
情 

 

１ 
一
の
通
達
が
未
だ
有
効
で
あ
る
場
合
、
同
通
達
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
が
発
表
し
た
令
和
元

年
十
月
一
日
付
け
「
送
還
忌
避
者
の
実
態
に
つ
い
て
」
と
い
う
資
料
で
、
難
民
認
定
申
請
者
が
「
送
還
忌
避
者
」
と
さ

れ
、
仮
放
免
が
活
用
さ
れ
ず
収
容
が
長
期
化
し
て
い
る
が
、
右
状
況
を
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
理
由
を
示
さ
れ
た

い
。 

 
 
 

同
通
達
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
に
も
傷
病
者
、
訴
訟
の
提
起
・
係
属
、
旅
券
取
得
困
難
な
ど
送
還
に
支
障
の
あ

る
事
情
を
有
す
る
た
め
に
、
送
還
の
見
込
み
が
立
た
な
い
者
に
つ
い
て
、
仮
放
免
が
活
用
さ
れ
ず
収
容
が
長
期
化
し
て
い

る
実
状
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

被
収
容
者
が
、
仮
放
免
申
請
不
許
可
処
分
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
あ
る
。
地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
主
任
審
査

官
や
入
国
者
収
容
所
長
が
、
仮
放
免
申
請
不
許
可
処
分
取
消
訴
訟
の
係
属
の
間
の
仮
放
免
申
請
に
対
す
る
許
否
判
断
に
お

い
て
、
同
訴
訟
が
係
属
し
て
い
る
こ
と
を
、
消
極
要
素
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
あ
り
得
る
か
。
訴
訟
の
係
属
を
仮
放
免

許
否
判
断
に
お
い
て
不
利
に
考
慮
す
る
こ
と
は
、
裁
判
を
受
け
る
権
利
（
日
本
国
憲
法
第
三
十
二
条
）
、
裁
判
所
が
そ
の

抑
留
が
合
法
的
か
ど
う
か
を
遅
滞
な
く
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
裁
判
所
に
お
い
て
手
続
を
行
う
権
利
（
自
由



 

３ 

 

権
規
約
第
九
条
３
）
の
保
障
の
た
め
、
許
さ
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


